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寒
入
り
の
五
日
、
初
句
会
に
向
か
う
車
窓
に
雪
の
富
士
を
見
た
。
西
武
池
袋
線
の
富
士
見

台
駅
を
過
ぎ
た
辺
り
だ
っ
た
。寒
晴
れ
の
空
に
粛
然
と
輝
く
富
士
に
身
を
正
す
思
い
が
し
た
。

松
の
内
の
初
句
会
は
目
出
度
く
華
や
ぎ
が
あ
っ
た
。
六
日
は
雪
を
見
て
選
句
に
暮
れ
た
。
七

日
は
五
月
会
の
初
吟
行
で
雪
晴
れ
の
新
宿
御
苑
を
巡
っ
た
。
池
や
沼
は
こ
と
ご
と
く
凍
り
、

雪
に
覆
わ
れ
た
無
音
の
世
界
に
心
を
奪
わ
れ
た
。
斯
く
し
て
始
ま
っ
た
俳
句
の
日
々
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
六
波
に
阻
ま
れ
又
も
出
直
し
と
な
っ
た
。
第
六
波
は
何
と
し

て
も
防
御
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
粛
に
努
め
よ
う
。


